
本土復帰周年を迎える沖縄県の観光
沖
縄
県
観
光
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て

一
般
財
団
法
人
沖
縄
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
会
長

下
地
芳
郎

新
し
い
基
本
計
画
で「
持
続
可
能
な
観
光
地
」へ
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沖
縄
県
は
今
年
５
月

日
に
本
土
復
帰

周
年
を
迎
え
る
。
復
帰
の
年
（
１
９
７
２
年
）
に

万
人
に
す
ぎ
な
か

っ
た
入
域
観
光
客
数
は
、
２
０
１
９
年
度
に
９
４
７
万
人
ま
で
増
加
。
観
光
収
入
も
３
２
４
億
円
か
ら
７
０
４
７
億

円
へ
と
大
き
く
増
え
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

年
度
、

年
度
は
低
迷
す
る
が
、
県
に
よ
る
新
た
な
観
光
振
興

基
本
計
画
を

年
度
か
ら
実
施
。
県
観
光
の
回
復
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
観
光
地
の
実
現
を
目
指
す
方
針
だ
。

や
ん
ば
る
の
山
々
「
Ⓒ
Ｏ

Ｃ
Ｖ
Ｂ
」

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
５
月

日
、
沖
縄
県

は
本
土
復
帰
か
ら

年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

沖
縄
観
光
は
観
光
資
源
の
開

発
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
国
内

外
市
場
の
開
拓
な
ど
に
取
り

組
み
、
国
際
的
な
観
光
地
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
経
済
自
立
化
を
目

指
す
本
県
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

産
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
昨
年
３
月
に
は
那
覇
空

港
第
二
滑
走
路
が
供
用
開
始

さ
れ
、
さ
ら
に
多
く
の
観
光

客
の
来
訪
に
期
待
が
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

観
光
客
が
大
幅
に
減
少
し
、

観
光
産
業
の
み
な
ら
ず
県
経

済
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
昨
年
７

月
に
は
「
奄
美
大
島
、
徳
之

島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表

島
」
が
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
、
２
０
０
０
年
に
登

録
さ
れ
た
世
界
文
化
遺
産

「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び

関
連
遺
産
群
」
と
併
せ
て
二

つ
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
地

域
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、昨

年
は
沖
縄
観
光
の
推
進
体
制

強
化
を
図
る
た
め
、
県
内
各

地
の
観
光
協
会
で
構
成
す
る

「
観
光
協
会
等
協
議
会
」が
新

た
に
設
立
さ
れ
、
地
域
課
題

の
解
決
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

活
動
な
ど
に
お
い
て
今
ま
で

以
上
に
連
携
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
し
て
も
、
全
県

的
な
推
進
体
制
構
築
を
目
的

に
「
沖
縄
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ケ

ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、
今
後
「
産
・
学

・
官
・
金
・
医
」
連
携
強
化

や
誘
致
活
動
等
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代
に

入
り
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

顧
客
ニ
ー
ズ
が
変
化
す
る

中
、
沖
縄
観
光
が
「
世
界
か

ら
選
ば
れ
る
」
た
め
に
は
、

観
光
推
進
体
制
を
強
化
す
る

こ
と
に
加
え
て
、
①
観
光
危

機
管
理
の
強
化
に
よ
る
安
全

・
安
心
・
快
適
な
観
光
地
の

構
築
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ

る
観
光
客
の
利
便
性
向
上
と

観
光
産
業
の
生
産
性
向
上
③

質
の
高
い
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
と
高
度
観
光
人
材
育
成

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み
等
に

よ
る
持
続
可
能
な
観
光
地
の

構
築
の
４
点
が
よ
り
重
要
に

な
り
ま
す
。

今
春
に
は
、
沖
縄
が
舞
台

と
な
っ
た
２
０
２
２
年
度
前

期
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
む

ど
ん
ど
ん
」
の
放
送
が
開
始

さ
れ
る
ほ
か
、
「
第
７
回
世

界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
」
、
「
美
ら
島
お
き
な
わ

文
化
祭
２
０
２
２
」
（
第


回
国
民
文
化
祭
・
第

回
全

国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
）

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
財
団

に
お
い
て
も
、
県
内
、
国
内

お
よ
び
海
外
の
観
光
関
係
者

の
皆
さ
ま
と
連
携
し
て
、
沖

縄
観
光
〝
大
〟
回
復
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
引
き
続
き
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

沖
縄
県
の
入
域
観
光
客
数

は
、
９
・

テ
ロ
事
件
（


年
）
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
流
行
（

年
）
、
東
日
本

大
震
災
（

年
）
な
ど
の
逆

風
が
あ
っ
た
年
は
一
時
停
滞

し
た
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
２
０
１
９
年
度
ま
で
は
、

ほ
ぼ
右
肩
上
が
り
で
推
移
し

て
き
た
。

年
度
に
初
の
５

０
０
万
人
を
突
破
。そ
の
後
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
急
拡
大

し
、

年
度
は
初
の
１
千
万

人
突
破
。
話
題
に
な
っ
た
の

は
記
憶
に
新
し
い
。

最
近
の
大
き
な
話
題
は
昨

年
の「
奄
美
大
島
、徳
之
島
、

沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島

（
奄
美
・
沖
縄
）
」
の
世
界

自
然
遺
産
登
録
だ
。
鹿
児
島

県
の
奄
美
大
島
と
徳
之
島
、

沖
縄
県
の
沖
縄
島
北
部
（
や

ん
ば
る
）
と
西
表
島
の
総
面

積
４
万
２
６
９
８
㌶
の
一

帯
。
大
陸
か
ら
の
分
断
、
孤

立
と
い
う
地
史
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
生
物
が
独
自
の
進
化
を

遂
げ
、
や
ん
ば
る
の
ヤ
ン
バ

ル
ク
イ
ナ
、
西
表
島
の
イ
リ

オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
な
ど
、
多

く
の
固
有
種
や
絶
滅
危
惧
種

が
現
在
も
生
息
し
て
い
る
。

本
来
な
ら
ば

年
に
登
録

の
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
ユ
ネ
ス
コ
の

世
界
遺
産
委
員
会
が
同
年
開

催
さ
れ
ず
、
昨
年
に
持
ち
越

し
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に

地
元
の
期
待
も
大
き
く
、
同

県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同

業
組
合
の
宮
里
一
郎
理
事
長

は
「
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
。
う

ま
く
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
登
録
決
定
当
時
、

本
紙
の
取
材
で
述
べ
て
い

る
。同

県
は

年
度
か
ら

年

間
に
わ
た
る
「
第
６
次
沖
縄

県
観
光
振
興
基
本
計
画
」
を

実
施
予
定
だ
。
知
事
の
諮
問

に
基
づ
き
同
県
観
光
審
議
会

が
審
議
を
行
い
、
計
画
案
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
案
に
対
す
る
意
見
を
現

在
（

月

日
か
ら
１
月


日
ま
で
）
、
県
民
を
対
象
に

募
集
し
て
い
る
。

計
画
案
で
は
、
「
世
界
か

ら
選
ば
れ
る
持
続
可
能
な
観

光
地
」
を
目
指
す
将
来
像
と

し
、
社
会
の
視
点
（
観
光
客
の
満
足
度
、
観
光
従
事
者
の

満
足
度
な
ど
）
、
経
済
の
視
点
（
観
光
収
入
、
観
光
業
の

雇
用
者
数
な
ど
）
、
環
境
の

視
点
（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
の
削
減
に
向
け
た
取
り
組

み
状
況
、
世
界
遺
産
の
保
全

と
登
録
）
で
そ
れ
ぞ
れ
目
標

値
を
設
定
す
る
。




